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Three-Dimensional Structure of Magnetic Field and Energy Storing Process in the AR
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活動領域の３次元磁場構造を理解することは、太陽フレアやコロナ質量放出 (CMEs)の要因である磁気エネルギーの蓄
積・解放過程の解明につながり、宇宙天気予報の実現に向けて非常に重要な課題である。太陽観測衛星「ひので」に搭
載されている可視光望遠鏡 (SOT)は、非常に高い時間・空間分解能の磁場データを提供してくれるので、非常に有力な
研究手段となりうる。しかしながら、観測データとして提供されるのは、太陽表面のみの磁場データであり、３次元空
間でのコロナ磁場は、表面の磁場データから境界地問題として数値的に求めなければならない。
　
そこで本研究では、「ひので」より得られる太陽表面の高分解能の磁場データを用いて、2006年 12月 13日に発生し

たフレア前後における３次元磁場構造を非線形 Force-Free近似に基づき計算し、その構造変化を考察する。また、フレ
ア前までの時系列データを用いて、活動領域のエネルギー蓄積過程も考察する。

太陽表面の磁場データより、3次元磁場構造を計算した結果、フレア発生前では磁気中性線に沿った方向に強くシアー
した磁場構造と強い電流構造が再現された。またフレア後においては、フレア前のねじれ構造が一部解放されていると
共に、一部はさらに強くシアーされている事も確認された。本講演では、フレア前の時系列データを用いた３次元磁場
構造や、磁気エネルギーや磁気ヘリシティーの定量的な時間変化などを求めて、エネルギー蓄積過程の考察も報告する
予定である。


